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全力勝負の時が始まる ････進路と学習、行事や取り組みも････

９月を迎え、進路決定や学習の勝負の時という重苦しい雰囲気を感じ取っているかもしれません。

しかし、進路選択の時は誰にでも必ず来るものです。今年は皆さんの順番なのです。ですから、その

課題に真正面から向き合うこと、前向きに考えて一歩一歩着実に進むことを心掛けましょう。今年の

夏休みは、多くの皆さんは自分なりに工夫をし、貴重な時間を有意義に使うことができたことと思い

ます。その勢いのまま、良いスタートを切ってくれることを希望します。ここからは、「次こそ頑張

る！」と言ってごまかせない時期です。一つ一つのことに真剣勝負(全力投球)する時です。

また、行事でも学校代表としての責任があり、学校生活の総まとめの意味も持ちます。準備練習の

段階から意識が整い、協力体制ができあがった上で、積極的に取り組むことができれば、一人一人の

力もクラスとしてのまとまりも十分に発揮されます。互いの理解を深め認め合うことにつながり、出

来上がったものも、多くの人達に熱意や拘りが伝わる形になるはずです。ここからの時期は、今まで

のクラスと学年の成長を確認し、さらに大きく成長させる学習発表会(合唱)があります。練習と本番

で、特定の人だけの頑張りで寂しい雰囲気をつくるのではなく、互いに認め合える努力と協力ができ、

喜びも苦しみも共感し合える関係が築けることを期待します。

全員が同じ目標に向かって真っ直ぐ進むことで、クラスが単に 30 数名の集まりではなく＋αの力
を生み出してほしい。目標を意識し協力することで 214名＋αの力を示してほしい。それを、全員の
気持ちを示す卒業式につなげてほしいと思います。

< 合唱コンクール曲目および各担当 >

学年 指揮者 此 上 桃 花 (１ 組)
曲目 春 に

合唱 伴奏者 弓 削 文 乃 (５ 組)

指揮者 此 上 桃 花 加 藤 早 織
１ 組 曲目 走 る 川 実行委員

伴奏者 森 川 華 鈴 木 未 咲

大 空 曲目 そのままの君で 伴奏者 石津谷 治 恵 (先 生)

指揮者 安 山 麗 花 小 林 暁 春
２ 組 曲目 あなたへ 実行委員

伴奏者 小 泉 彩 音 池 野 こむぎ

指揮者 田 中 明 希 内 山 理 恵
３ 組 曲目 虹 実行委員

伴奏者 吉 野 ほの香 香 田 暖 心

指揮者 近 藤 紗 羽 金 原 花 歩
４ 組 曲目 はじまり 実行委員

伴奏者 金 原 花 歩 飯 田 あ さ

指揮者 山 中 仁 香 佐 藤 日好里
５ 組 曲目 親知らず子知らず 実行委員

伴奏者 弓 削 文 乃 山 中 仁 香

指揮者 山 崎 杏 中 島 康 介
６ 組 曲目 青 い 鳥 実行委員

伴奏者 石 井 瑚 桃 岡 田 悠 生

学年だより
進路を開くにも意識と足並み ････知識より大切なこと････

進路決定で最も大切な時期がきました。進路選択には学習面の理解と定着が不可欠です。しかし、

全ての上級学校や就職先で募集条件には、基本的生活習慣(服装・頭髪・言葉遣い・挨拶返事・時間

厳守)が整っていることという条件がつきます。さらに、チームや仲間への協力を優先すべき状態の

判断ができ、実行に移せる人を要求しています。これらは、知識以上に必要なものと考えるべきです。

今年の３年生の一部には、これらのことが十分に理解できずに、学年や仲間に迷惑をかける行為が

ありました。今まで何度も伝えてきた通り、人が育った環境はそれぞれ違います。当然考え方も異な

ります。しかし、その中で互いを理解し合い支え合う関係、認め合い活かし合う関係の大切さを本当

に分かってほしいと思います。

一人一人が進路を開くための努力は決して楽なものではありません。しかし、具体的な目標は違っ

ても、学年のみんなで一緒にこの時期を乗り越えようという「互いを気遣う関係」、「互いに支え合う

関係」を築きながら進むべきであることを、もう一度確認してください。進路選択についても意識と

足並みが大切です。

学習面で実行すべきこと ････時間には限りがある････

学習面では、授業の内容を理解・定着することと、３年の１学期までに学習した内容の復習と定着

（到達度試験や進路選択のための学習）が必要です。学級指導や面談の中などでお話ししたように、

夏休みの家庭学習で掴んだ自分に合った教科ごとの学習方法で、この２本立ての家庭学習を効率的に

こなすことが大切です。今後は以下のことを心がけましょう。

①授業内容はできる限り授業中に吸収定着し、家庭学習の多くを進路選択のための復習にあてる。

②苦手な教科こそ時間をかけて、苦手意識がなくなるように努力する。･･･全て必要な教科である。

③家庭学習の時間や教科は時間割のように固定する。････地道な積み重ねこそが自信をつくる。

＜９月の行事予定＞

日 行 事 予 定 日 行 事 予 定

1 日 16 月 敬老の日

2 月 始業集会 学活 小中合同避難訓練 17 火 木１～６

3 火 到達度試験(国数英理社学) 給食開始 18 水 金１～６ 英語発表会

4 水 専門委員会 19 木 前期期末試験(国･英･保体･技家)

5 木 金１～６ 20 金 前期期末試験(理･社･数)

6 金 公開授業研 午前授業特別日課 給食有 21 土

7 土 22 日

8 日 23 月 秋分の日

9 月 １･２年生部活動集会 24 火 期末短縮(～ 27日) 月１～４

10 火 集金日 PTA運営委員会 25 水 火１～４ ⑤⑥生徒会選挙

11 水 定例研 水３～６ 26 木 水１～４

12 木 試験一週間前諸活動停止 27 金 金１～４

13 金 ⑥全校集会 28 土

14 土 29 日

15 日 30 月 進路保護者会(15:30～)

・今月の集金額は 11000 円(給食費 5700 円＋教材費 3300 円＋進路対策･卒業対策費 2000 円)です。




